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このユーザ ガイドは DX70 と DX80 の
両方に当てはまります。両者のディスプ
レイは異なるサイズですが、画面に表示
される画像はサイズ以外は同一です。

実際上、このガイドで使用されるスクリ
ーンショットは、DX80 の図に挿入されて
います。

Cisco DX70 の紹介
概要　

このユーザ ガイドについて

	プライバシー シャッター付きカメラ（閉じる場合は反時計
回りに、開く場合は時計回りに回します）

	マイクロフォンのミュート ボタンおよびスピーカーの音
量コントロール

	スピーカー 
	SD カード スロット、およびヘッドセットと USB 用のコネク

タ。DX70 で Bluetooth ヘッドセットの使用がサポートさ
れるようになりました。詳細については、2 ページ先を参
照してください。

	電源オン/オフ
	マイクロフォン

PC モニターとして使用します。 HDMI ケーブル
を使用してコンピュータを HDMI ソケット PC に接
続します（以下を参照）。
PC モニタとビデオ画面を切り替えるには、画面をタ

ップします。
[応答不可（Do not disturb）] が有効である場合を
除き、モード（PC またはビデオ）に関係なく、着信が
通常どおりに表示されます。18 ページの「応答
不可を有効にする」を参照してください。

		USB ポート
  HDMI ソケット PC
  HDMI ソケット外部モニター（未使用）
  LAN 拡張接続。PC LAN をここで接続すると、Cisco DX70 と 

PC は同じ LAN 接続を共有できます。
  LAN 接続
  電源ソケット
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DX80 は、USB 有線音声デバイス用の標
準プロトコルを実装しています。 

詳細についてはhttps://help.webex.
com/en-us/nkiifbo/USB-Headsets-
and-Handsets-Supported-for-DX80を
参照してください。

DX80 では Bluetooth ヘッドセットの使
用もサポートされています。詳細について
は、次のページを参照してください。

メーカーは, （HID プロトコルと呼ばれる）
標準を独自に実装できます。

そのため、同じメーカー製のモデルでも
動作が異なる場合があり、すべてのヘッド
セットとハンドセットの動作を保証するこ
とはできません。

シスコがテストしたのは有線のヘッドセッ
トまたはドングルを使用するヘッドセット
のみです。 

DX80 では Bluetooth ヘッドセットの使
用がサポートされるようになりました。詳
細については、次のページを参照してく
ださい。

提供されているヘッドセットのリスト
は包括的なものではありません。他
の多くのヘッドセットが機能するは
ずです。Jabra、Plantronics、および 
Sennheiser は独自にテストを実施
し、DX80 をサポートしているヘッドセット
の独自のリストを提供しているため、そち
らも参照してください。

次のヘッドセットがシスコによってテスト
されています。

• Jabra Evolve 40
• Jabra Evolve 65
• Jabra Pro 9450
• Jabra Pro 9470
• Sennheiser MB Pro 2

概要　 DX80 および USB ヘッド
セット

	プライバシー シャッター付きカメラ（閉じる場合は反時計
回りに、開く場合は時計回りに回します）

	マイクロフォンのミュート ボタン、スピーカーの音量コン
トロール、および USB ソケット（ユニットの右側）。 

	電源オン/オフ
	スピーカー
	マイクロフォン（各脚部分）

		電源ソケット
  USB（コンピュータ接続用）
  HDMI（コンピュータ接続用）
  HDMI 外部モニター接続（未使用）
  SD カード スロットおよびケンジントン ロック
  USB ポート
		LAN 拡張接続。コンピュータ LAN をここで接続す

ると、Cisco DX80 とコンピュータは同じ LAN 接続
を共有できます。

  LAN 接続

PC モニターとして使用します。 HDMI ケ
ーブルを使用してコンピュータを HDMI ソケ
ット PC に接続します（以下を参照）。
PC モニタとビデオ画面を切り替えるには、
画面をタップします。
[応答不可（Do not disturb）] が有効である場
合を除き、モード（PC またはビデオ）に関係
なく、着信が通常どおりに表示されます。18 
ページの「応答不可を有効にする」を参照して
ください。

Cisco DX80 の紹介

https://help.webex.com/en-us/nkiifbo/USB-Headsets-and-Handsets-Supported-for-DX80
https://help.webex.com/en-us/nkiifbo/USB-Headsets-and-Handsets-Supported-for-DX80
https://help.webex.com/en-us/nkiifbo/USB-Headsets-and-Handsets-Supported-for-DX80
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概要　

Bluetooth ヘッドセットとのペアリング

Bluetooth ヘッドセット
Bluetooth ヘッドセットは DX70 および DX80 でサポートされ
ています。

サポート対象の Bluetooth プロファイル：
• HFP（ハンズフリー プロファイル）
• A2DP（高度なオーディオ配信プロファイル）

Bluetooth ヘッドセットは、組み込みの Bluetooth 無線または 
USB Bluetooth ドングルを使用することでサポートされます。

複数のヘッドセットをビデオ システムとペアリングできます
が、一度に接続できるのは 1 つだけです。

範囲は最大 10 m（30 フィート）です。通話中にこの範囲の外
に出ると、音声がビデオ システムのスピーカーに切り替わり
ます。

ほとんどのヘッドセットには音量コントロールが組み込まれて
います。通話中の場合は、ヘッドセットとビデオ システムの音
量は同期しています。通話中でない場合は、ヘッドセットとビデ
オ システムの音量ボタンは独立して動作します。

サポート対象の Bluetooth 機能：
• 着信通話に応答する
• 着信通話を拒否する
• 電話を切る
• 音量アップ、音量ダウン

一部のヘッドセットにはミュート コントロールが備わっていま
す。これはビデオ システムのミュート コントロールとは独立し
て動作します。

Bluetooth ヘッドセットのペアリング
1. ヘッドセットで Bluetooth のペアリングをアクティブにします。

確信が持てない場合は、ヘッドセットの取扱説明書を参照してく
ださい。

2. 左下で説明されている [設定（Settings）] に移動します。[シ
ステム情報（System Information）] メニューの詳細について
は、40 ページの「設定」を参照してください。Bluetooth が
無効になっている場合には、有効にします。Bluetooth はデフォ
ルトで有効になっています。

3. ビデオ システムがデバイスをスキャンします。正常に検出される
と、デバイスの一覧に Bluetooth ヘッドセットが表示されます。

4. デバイスを選択すると、ペアリングが開始されます。ペアリング
が完了するまで数秒かかることがあります。

5. ペアリングが正常に行われると、ビデオ システムはヘッドセット
を接続済みとして表示します。これでペアリングが完了します。

USB Bluetooth ドングル
音声品質が向上するため、USB Bluetooth ドングルを使用す
ることをお勧めします。ドングルの使用時には、ヘッドセットは 
USB ヘッドセットとして検出されます。

ドングルを使用する場合、ヘッドセットの音量とビデオ システ
ムの音量が同期されません。

https://help.webex.com/en-us/nkiifbo/USB-Headsets-
and-Handsets-Supported-for-DX80も参照してください。

ペアリングを開始するに
は、[設定（Settings）] 
をタップします。メニュ
ーに [Bluetooth 設定

（Bluetooth settings）] が
表示されます。

ビデオ システムに直接 
Bluetooth ペアリングを
使用するか、USB ドング
ルを使用します。

ビデオ システムのスピーカーと、Bluetooth または USB で接
続されたデバイスとを切り替えることができます。

ユーザ インターフェイスのステータスバーでアイコンを選択
し、利用可能なデバイスから選択します。

スピーカー

アナログ ヘッドセット（DX70 のみ）

USB ヘッドセット

USB ハンドセット

Bluetooth デバイス

アイコンがここに表示
されます

https://help.webex.com/en-us/nkiifbo/USB-Headsets-and-Handsets-Supported-for-DX80
https://help.webex.com/en-us/nkiifbo/USB-Headsets-and-Handsets-Supported-for-DX80
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概要

資格情報を使用してログインする

会議室や静音室に設置されているビデオ 
システム、および CUCM（Cisco Unified 
Communications Manager）で管理され
ているビデオ システムでは、ユーザ個人
の資格情報を使用してビデオ システム
にログインすることができます。

CUCM は、ユーザに対するすべての着
信通話を特定のビデオシステムにルー
ティングします。

エクステンション モビリティからログアウ
トすると、[発着信履歴（Recents）] の一覧
がシステムからクリアされます。

エクステンション モビリティはホットデス
キングとも呼ばれます。

Extension Mobility 
について

1 2 3

4 5

緑色の [エクステンション モビリティ
（Extension Mobility）] ボタンをタップします。 

サインインが正常に行われたことをシス
テムが確認します。 

ログアウトするには、図のように [サインアウト
（Sign out）] をタップします。

ユーザ名と PIN コードを入力します。 [ログイン（Login）] をタップします。
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そのエントリをタップすると、緑色の [発信（Call）] 
ボタンが表示されます。図のように、緑色の [発信
（Call）] ボタンをタップします。

緑色の [発信（Call）] ボタンをタップします。 特定のリスト（[お気に入り（Favorites）]、[ディレクトリ
（Directory）]、または [発着信履歴（Recents）]）で
通話相手を検索するには、そのリストをタップし、下
へスクロールして発信するエントリを探します。

通話が発信されます。通話を終了するには、赤色の 
[終了（End）] アイコンをタップします。

連絡先リストは、次の 3 つの部分で構成
されています。

お気に入り。これらの連絡先は、ユーザ自
身で登録したものです。これらの入力は、
通常、頻繁に通話する連絡先や、それ以
外に素早く簡単な操作でアクセスする必
要がある連絡先登録するものです。 

ディレクトリ は通常、ビデオ サポート チ
ームがシステムにインストールした社内
ディレクトリです。

最近は、発信、受信、不在着信のリストです。

次のオプションが適用されます。

• 名前、番号、または IP アドレスを入力す
ると、システムが自動的にユーザのすべて
の一覧を検索します。

• [お気に入り（Favorites）] リストに追加
したエントリは、発信の前に編集したり、
帯域を変更したりすることができます。

[発着信履歴（Recents）] からのエントリ
の削除は、Web インターフェイスでのみ
行うことができます。 

連絡先リストから発信する
ビデオ通話

連絡先リストについて

1 2

43
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[編集して通話（Edit and Call）] をタップします。

コールを発信する前に、編集するエントリを検索
します。エントリをタップします。[発信（Call）] メニ
ューが表示されます。

緑色の [発信（Call）]ボタンのすぐ下にある [詳
細（More）]（[...]）アイコンをタップします。

キーボードを使って編集し、緑色の [発信（Call）] 
ボタンのどちらかをタップして発信します。

連絡先リストの入力方法については、前
のページを参照してください。

発信する前に、[連絡先] 一覧のいずれか
のエントリの編集が必要な場合がありま
す。また、プレフィックスやサフィックスを
追加したり、それ以外では適切なエントリ
に変更する場合もあります。 

発信する前に連絡先を編集する
ビデオ通話

エントリ編集について

1 2

43
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名前、番号、または住所を入力します。ユーザの入力に
合わせて、一致予測、予測候補が表示されます。一覧で
求める連絡先が表示され場合はそれをタップします。
それ以外の場合は入力を続けます。

緑色の [発信（Call）] ボタンをタップします。 検索とダイヤルフィールドをタップします。キーボ
ードが呼び出されます。

通話先を入力し終えるか見つけたら、緑色の  
[発信（Call）] ボタンのちらかかをタップして発
信します。

連絡先リストにない人に発信するには、
ディスプレイに表示される仮想キーボ
ードを使用して名前、住所、または番号を
入力します。

これまでの発信先または着信元がすべ
て [発着信履歴（Recents）] リストに表示
されます。これらの発信先または着信元
は [お気に入り（Favorites）] リストに転
送できます。これについては連絡先セク
ションで説明しています。

通常、内線にアクセスしたり、暗証番号
を入力したりする際に、通話中に数字を
入力するように促される場合があります。

これに必要なキーパッドを呼び出すには、
トーン信号 (このボタンは、発信すると
すぐに表示されます) をタップします。

注意: [最近] 内の消去は、Web インター
フェイスでのみ行うことができます。

名前、番号、または住所を使用して発信する
ビデオ通話

発信について

1 2

43
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着信通話を受け入れる（応答する）か拒否するか
に応じてタップします。

ビデオ インフラストラクチャで許可されている場合は、複数の
着信を受信できます。それらの着信はすべて既存の通話に追
加するか、すべて拒否するかを選択できます。

• 着信があった場合は、通話を許可、拒否、
または無視できます。 

• 通話を拒否した場合、話し中であるとい
う情報が発信側に送られます。

• 通話を無視した場合、発信側には、自分
が不在である（通話を取らなかった）場
合と同じように見えます。 

• ビデオインフラストラクチャを使用すると、
複数の着信を受信できます。貴社のビデ
オサポートチームにご照会ください。

着信通話
ビデオ通話

着信があった場合
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特定の状況下では、通話中に別の着信を
受け入れることができます。

通話中に別の通話に応答する
ビデオ通話

オプションについて
[追加（Add）]：システムが CUCM 

の管理下でアドホックミーティング
を実行している場合、着信した参加
者をミーティングに追加することが

できます。  

着信通話を拒
否し、続けてい
る通話を続行し
ます。

新しい着信の ID。

[応答および保留（Accept & 
Hold）]：発信に応答し、現在
の通話を保留にします。
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通話中に終了をタップすると、通話が切
断されます。二者のみで通話をしている
場合は、通話が終了します。 

通話の切断
ビデオ通話

自分で切断するについて

通話を切断するには、終了をタップします。
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通話中に [保留（Hold）] をタップします。 再開をタップして、通話状態にあった相手に戻りま
す（元の操作に戻ります）。

通常、相手を保留にする操作は、誰かを
他の人に転送する場合の最初の手順で
すが、打診や、ビデオ送信の停止も行う場
合にミュートの代わりとして使用できます。

通話を保留にする/保留中の通話を再開する
ビデオ通話

保留について

1 2
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緑色の発信ボタンをタップします。相手と話して転送が
行われたことを確認します。転送先では保留中のまま
になります。

転送ボタンをタップします。これにより、現在の通
話が保留になります。

いつもと同じ方法で、発信先を探します。

転送完了をタップします。

継続中のコールを別の人に転送すること
ができます。転送する場合には必ず打診
します。つまり、転送する前に転送先の人
と話すことができます。

継続中のコールを転送する
ビデオ通話

転送について

1 2

43
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必要な設定にスライダを移動します。

[発信（Call）] ボタン（図示せず）をタップして、
帯域を変更するエントリ（図示せず）を特定しま
す。このエントリをタップすると、[発信（Call）] メ
ニューが表示されます。それから、緑色の [発信
（Call）] ボタンの下にある、その他（…）アイコ
ンをタップします。

[カスタム コール（Custom call）] をタップします。 

緑色の [通話（Call）] ボタンをタップして発信します。

「帯域」とは、通話に割り当てられている
帯域幅を示すために使われる用語です。
これは kbps（キロビット/秒）で測定されま
す。 

帯域を高くするほど音質がよくなりますが、
帯域幅使用量の料金も高くなります。

システムにはデフォルトの帯域が用意さ
れています。これは通常ビデオ サポート 
チームが設定します。通常の条件では、帯
域は必要に応じてシステムによって自動
的に調整されます。この調整は、システム
と接続がサポートしている帯域よりも大
きい帯域で誰かと通話しようとするとき
にビデオ通話のチョークを避けるために
行われます。 

何らかの理由によって、自動帯域設定に
失敗した場合、最終手段として手動で調
整することも可能です。

通話中に帯域を変更することはできませ
んが、左で示されているとおり、発信の直
前に変更することはできます。

帯域を変更する
ビデオ通話

帯域について

1 2

43
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図のように、左上をタップします。

着信通話に応答しないよう、システムを
設定することができます。ただし、こちら
からは必要時にいつでも発信することが
できます。

ビデオ サポート チームが、この機能のタ
イムアウトを設定している場合があります。
タイムアウト後は、通常のように着信に応
答できるようになります。デフォルトのタイ
ムアウト設定は 60 分です。

ビデオ サポート チームによって、この機
能へのアクセスが無効になっている場
合があることにご注意ください。

応答不可について応答不可を有効にする
ビデオ通話

1

[応答不可(Do not disturb）] をタップして、機能を有効にしま
す。もう一度タップして非アクティブ化します。

2
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ビデオ サポート チームがすべての受信
コールを転送するオプションを有効にし
ている場合もあります。ボイスメールに
転送するか、受信者を指定して転送する
かを選択できます。

すべての通話の転送先をタップすると、
いつもの 発信メニューが表示され、受信
者を指定できます。

ビデオ サポート チームによって、この機
能へのアクセスが無効になっている場
合があることにご注意ください。

通話の転送についてすべての通話の自動転送
ビデオ通話

受信者を指定してすべての通話を転送するか、ボイスメール
に転送するかを選択できます。

図のように、左上をタップします。

1 2
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通話中に、内線番号へアクセスし
たり、（暗証番号の使用などにより）
その他の場所へアクセスしたりす
るために番号を入力するよう要
求されることがあります。

このようにするには、タッチ スクリ
ーンにキーパッドを呼び出す必要
があります。

通話中にキーパッドを表示する
ビデオ通話

通話中のキーパッドの使用

通話中に、[トーン信号（Touch Tones）] をタップしてダイヤル 
パッドを呼び出します。



21

D1510427 ユーザ ガイド 
Cisco Webex DX70, DX80
発行：CE9.10の2019年11月
All contents © 2010–2019  
Cisco Systems, Inc. 全著作権所有

通常の方法で発信します。発信する前にその通話の通
話設定を変更できます。詳細については、サイド バーを
参照してください。

通話中に [追加（Add）] をタップします。 通常の方法で、発信先を探します。

この新しい通話が既存の通話に追加され、ミーティ
ングが確立されました。 
ビデオ インフラストラクチャの許容する範囲で、こ
の手順を繰り返すことができます。

お使いのビデオシステム ネットワークが、
参加者が複数いるビデオ会議を開始す
る機能をサポートしている必要があります。

ビデオシステムでサポートされる参加者
の最大人数は、システム設定およびビデ
オ インフラストラクチャによって決まりま
す。これを確認するには、ビデオ サポート 
チームへ問い合わせてください。 

ビデオ会議を開始する場合は、参加者に
一人ずつコールする必要があります。 

会議を開始した参加者は、会議全体を終
了することができます。他の参加者は、会
議から自分の接続のみを切断できます。

既存の通話に参加者をさらに追加する
ビデオ通話

ビデオ会議について

1 2

43
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DX70/80 からビデオミーティングを実
施する機能はオプションの機能であり、
お使いのシステムで利用できる場合と
利用できない場合があります。

会議から参加者を切断する
ビデオ通話

ビデオ会議について

ドロップをタップします。

通話中に、図のように、右上隅の参加者アイコン
をタップして、参加者リストを呼び出します。

ミーティングからドロップする参加者をタップします。

1 2

3
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インテリジェント近接通信
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インテリジェント近接通信

Cisco Proximity の超音波信号について
インテリジェント近接通信

近接通信について

シスコのビデオシステムは、近接通信機能の一部とし
て超音波を発します。業務用または商用アプリケーショ
ン、家電製品など、ほとんどの人は毎日さまざまな環境
で、程度の差はあれ超音波にさらされています。

人によっては空中の超音波によって何らかの影響を自
覚する場合もありますが、75 dB 未満の音圧レベルで影
響が生じることはほとんどありません。超音波の制限に
関するガイドラインは国によって大きく異なります。Cisco 
近接信号が出力される20 kHzあたりの周波数帯で検出
される 75 dBの音圧レベルは、現在の制限における最小
値となっています。 

この情報の参考資料として、カナダ保健省のガイド
ライン http://www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/
radiation/safety-code_24-securite/index-eng.
php#a2.2.2 (英語) をご覧ください。 

120 dB未満の音圧レベルでは永続的または一時的な
難聴はどちらも発生していないと、このガイドラインで
は述べられています。

グループで使用するためにスピーカーが組み込まれ
ているシスコのビデオシステムでは、スピーカーから 
50 cm 以上の距離で、超音波の音圧レベルが 75 dB 
未満になっています。 

個人で使用するためのシスコのビデオシステムでは、
スピーカーから 20 cm 以上の距離で、超音波の音圧レ
ベルが 70 dB 未満になっています。 

Cisco Webex Boards では、ディスプレイの前方 
20 cm 以上の距離で、超音波の音圧レベルが 75 dB 
未満になっています。このレベルはディスプレイの真下
では、スピーカーが下向きであるため若干高くなる可
能性があります。

ほとんどの現実的なケースでは、ユーザの耳の位置で
のレベルは、スピーカーの指向性、距離減衰、一般的な
会議室での高い高周波数吸収率によって、これらの最
大レベルよりはるかに低くなります。このレベルは、可聴
音についてミーティングスペースの一般的なバックグ
ラウンド/環境ノイズ レベルから通常のスピーチのい
わゆる会話レベルまでさまざまです。

したがって、人間が近接通信の信号に連続的にさらさ
れても安全であると考えられます。ほとんどの人は、信
号の存在に気付かず、信号の影響を受けません。ただ
し、特に急性の高周波聴力を持つ一部の個人は、この
信号が聞こえます。この状況はほとんどの場合、スピー
カーの正面かつ近傍で起こります。

犬のような動物は、可聴周波数範囲が広いため、近接
通信の信号が聞こえます。 

ただし、音の影響はレベルに依存し、犬の可聴レベルの
範囲は人と大きくは異なりません。20 kHz での犬の可
聴しきい値は 0–10 dB と低く、最も感度の高い周波数
範囲での人の耳のしきい値と変わりません。 

シスコは、信号が犬に影響を及ぼす可能性についてテ
ストや検証を行っていません。レベルが制限されてい
るため、犬に信号が聞こえることが明らかであるとして
も、犬にとってわずらわしいものではないと信じられて
います。 

オフィスまたは会議室にいる犬は、通常のバックグラウ
ンドノイズと同等のレベルまたはほとんどの会話レベ
ルの超音波を受けることになります。当社の製品にこの
機能を搭載したここ数年間で、信号によって動物が影
響を受けたというレポートはありません。

ただし、超音波を使用する犬撃退デバイスが存在して
いることから、超音波が犬に及ぼす影響について疑問
を持つことは当然のことです。これらのデバイスは通
常、不快ではあるが無害な超音波を使用していると主
張しています。シスコは、犬撃退デバイスの設計につい
て見識はありませんが、このようなデバイスの仕様を調
べると、そのレベルが 100 dB 以上であることが多いこ
とがわかります。

シスコのビデオコーデックをサードパーティ製のスピ
ーカーシステムと組み合わせて使用するソリューショ
ンについては、シスコは超音波の音圧レベルを制御で
きません。ほとんどの場合、必要なスピーカー感度およ
び周波数応答によって、音圧レベルは 75 dB の制限未
満になります。しかし、過剰な信号の外部増幅を行う、ま
たはスピーカーシステムが高周波を強調するもので
あった場合、この制限を超えた音圧が出力される可能
性があります。

インテリジェント近接通信機能を使用
すれば、手元の端末でワイヤレスにビデ
オシステムのコンテンツを共有できま
す。スマートフォンやタブレットでは、共
有コンテンツを自分の画面に直接表
示することもできます。

自分のスマートフォン、タブレット、PC、
または MAC を使って、ビデオシステ
ムの通話を制御することもできます。

次の条件に従ってください。

App Store または Google Play か
ら、Cisco Intelligent Proximity アプリケ
ーション (無料) をダウンロードする必
要があります。 

Windows または OS X を使用している
場合は、https://proximity.cisco.com/. 
(英語) にアクセスしてください。

ビデオサポートチームは、すべての機能
を有効にしている場合も、無効にしてい
る場合も、一部の機能だけを有効にして
いる場合もあります。

インテリジェント近接通信は、ユーザの
接続時に超音波を利用します（詳細は
左記参照）。コンピュータやスマートフォ
ン、タブレットのマイクをふさがないよう
にしてください。

インテリジェント近接通信は、会議室の
ドアが閉じられた状態では、ミーティング
室の外側では機能しないように設計され
ています。この機能を使用するには、ビデ
オエンドポイントの近くにデバイスを置く
必要があります。

プライバシーの保護が必要な場合は、常
に会議室の扉を閉めて、隣室に音が漏れ
ないように配慮してください。

http://www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/safety-code_24-securite/index-eng.php%23a2.2.2%20
http://www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/safety-code_24-securite/index-eng.php%23a2.2.2%20
http://www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/safety-code_24-securite/index-eng.php%23a2.2.2%20
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コンテンツ共有



26

D1510427 ユーザ ガイド 
Cisco  Webex DX70、DX80
発行：CE9.10の2019年11月
All contents © 2010–2019  
Cisco Systems, Inc. 全著作権所有

これで、PC 画面のコンテンツが他の参加者と共有
されます。 

通話中に、ソースを接続して、オンになっていることを
確認します。[PC の表示（Show PC）] をタップして、
自分の PC の画面を DX70/80 上にローカルに表示し
ます。これを行ったときに画面に表示される内容は、他
の参加者には表示されません。

他の参加者と自分の PC の画面を共有したくない
場合は、[PC を非表示にする（Hide PC）] をタッ
プすると元の状態に戻ります。コンテンツを共有す
る場合は、図のように [共有（Share）] をタップし
ます。

コンテンツの共有を停止するには、図のように [共
有を停止（Stop Sharing）] をタップします。

ビデオ システムは、ビデオ通話またはビ
デオミーティングでプレゼンテーション
を表示する機能をサポートしています。

プレゼンテーション中に、スクリーンのレイ
アウトを変更することができます。詳細に
ついては、次のページを参照してください。

ヒント：システムのカメラは、ドキュメン
ト カメラとして動作させることができます。
図のようにカメラを傾けるだけで、システ
ムの前にあるテーブルの上のドキュメン
トや他の物理的な物体を映すことができ
ます。

カメラはその操作を認識し、自動的にイメ
ージを上下反転します。したがって、期待
どおりのイメージが相手に表示されます。

通話中にコンテンツを共有する
コンテンツ共有

コンテンツ共有について

1 2

43
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1 2

[レイアウト（Layout）] をタップして、図のようにレ
イアウト オプションを呼び出します。

好みのレイアウトをタップして選択します。

プレゼンテーション中に画面のレイアウト
を変更できます。通常使用できるオプシ
ョンは、プレゼンターの表示あり/なし、お
よびプレゼンターを PiP（ピクチャ イン 
ピクチャ）か PoP（ピクチャ アウトサイド 
ピクチャ）のいずれかとして表示する、と
いうものです。

ご利用のシステムで有効なレイアウト オ
プションは、ここで示されているものと異
なる場合がありますが、示されているレイ
アウトは常にいずれかを選択できます。

通話中のプレゼンテーション レイアウトの変更
コンテンツ共有 プレゼンテーション レイア

ウトについて
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ミーティングのスケジュール
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ビデオミーティングへをスケジュールす
ることができる管理システムに、ビデオシ
ステムを接続することができます。スケジ
ュールされたミーティングは左図のよう
に表示されます。 

ミーティングに参加するには 参加をタッ
プします。

ミーティングがすでに始まっていても参
加できます。

ミーティングのスケジュールに参加する
ミーティングのスケジュール

ミーティングへの参加
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Webex 会議への参加
ミーティングのスケジュール

タップで Webex に参加招待で受信したミーティングの番号を入力するように求めるメッセー
ジが表示されます。



31

D1510427 ユーザ ガイド 
Cisco  Webex DX70、DX80
発行：CE9.10の2019年11月
All contents © 2010–2019  
Cisco Systems, Inc. 全著作権所有

D1510427 ユーザ ガイド 
Cisco  Webex DX70、DX80
発行：CE9.10の2019年11月
All contents © 2010–2019  
Cisco Systems, Inc. 全著作権所有

コンタクト
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連絡先リストは、次の 3 つの部分で構成
されています。

お気に入り。これらの連絡先は、ユーザ自
身で登録したものです。これらの入力は、
通常、頻繁に通話する連絡先や、それ以
外に素早く簡単な操作でアクセスする必
要がある連絡先登録するものです。 

ディレクトリ は通常、ビデオ サポート チ
ームがシステムにインストールした社内
ディレクトリです。

最近は、発信、受信、不在着信のリストです。

[発着信履歴（Recents）] からのエントリ
の削除は、Web インターフェイスでのみ
行うことができます。 

お気に入り、発着信履歴、およびディレクトリ
コンタクト

連絡先リストについて
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[お気に入り（Favorites）] をタップします。

通話中に、図のように右上隅の参加者アイコンを
タップして、参加者リストを呼び出します。

[お気に入り（Favorites）] に追加する参加者をタッ
プします。小さなメニューで、その参加者をドロップ
する（その参加を終了する）か、参加者をお気に入り
のリストに追加することができます。

お気に入りは、頻繁に通話する、ま
たは簡単にアクセスしたい相手
を含む連絡先リストです。 

[お気に入り（Favorites）] は、[発着
信履歴（Recents）] または [ディレ
クトリ（Directory）] リストから選択
するか、手動で入力できます。

通話中に [お気に入り（Favorite）] に追加する
コンタクト

お気に入りについて

1 2

3
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[お気に入りとしてマーク（Mark as Favorite）] をタ
ップします。エントリが [お気に入り（Favorite）] に追加さ
れます。メニュー以外の場所をタップして終了します。 

図のように、非通話時に [発信（Call）]（図示せず）
をタップして、[連絡先（Contacts）] リストを呼び出
します。[発着信履歴（Recents）] または [ディレクトリ

（Directory）] をタップして、[お気に入り（Favorites）] に
追加するエントリを検索します。

[お気に入り（Favorites）] に追加する参加者をタッ
プします。上記の画面が表示されます。緑色の [発
信（Call）] ボタンの下にある、その他（…）アイコ
ンをタップします。

図のように、[お気に入り（Favorite）] が金色の星印で表
示されます。[お気に入り（Favorites）] リストからエントリを
削除するには、[連絡先（Contacts）] の中の [お気に入り

（Favorites）] に移動して、この手順を繰り返します。

誰かを非通話時にお気に入りに追加する
コンタクト

お気に入りは、頻繁に通話する、ま
たは簡単にアクセスしたい相手を
含む連絡先リストです。 

[お気に入り（Favorites）] は、[発着
信履歴（Recents）] または [ディレク

トリ（Directory）] リストから選択する
か、手動で入力できます。 

手動で入力して [お気に入り
（Favorites）] リストに追加するには、

名前かアドレスを [検索またはダイ
ヤル（Search or Dial）] フィールドに
入力します。詳細については、11 
ページの「名前、電話番号、またはア
ドレスを使用して発信する」を参照
してください。

この機能について

1 2

43
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お気に入りの編集をタップします。 

図のように、発信（図なし）をタップして、[連絡先] リスト
を呼び出します。お気に入りのリストにアクセスするに
は、お気に入り をタップします。

[お気に入り] をタップして編集します。これにより、
次のオプションが作成されます。ここで、その他を
タップします。

お気に入りのエントリを編集して、保存をタップして変更
を適用し、終了します。変更を適用しない場合は、キャン
セルをタップします。

既存のお気に入りを編集する
コンタクト

この機能を使用すると、お気に入りをいつ
でも更新することができます。 

この機能について

1 2

43
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カメラ制御
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自画面のオン/オフを切り替えます
カメラ制御（Camera Control）

セルフビューには、ビデオシステムから
他者に見える内容が表示されます。通常
は、こちらが意図しているとおりに他の参
加者に見えているかを確認するために
セルフビューを使用します。

セルフビューは、PiP（ピクチャ イン ピク
チャ）として表示されます。

スケジュール中に、セルフビューをアク
ティブにしたいときがあります。たとえば、
画面に自分を表示し続ける場合です。 

左に示すようにタップして自画面をアク
ティブ化または非アクティブ化します。

セルフビューの位置により、画面上の画
像の重要な部分が見えなくなる場合があ

ります。このため、移動できます（詳細につ
いては、次のページを参照してください）。

自画面とは
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画像を新しい位置にドラッグします（ここでは左上隅に
表示します）。

セルフビュー画像をタップして長押しします。 セルフビュー画像を表示できる別の位置が示され
ます。画像をタップし続けます。

画面から指を離して、画像を公開します。セルフビューの
画像が新しい位置に移動しました。

自画面 PiP の移動
カメラ制御（Camera Control）

セルフビューには、ビデオシステムから
他者に見える内容が表示されます。通常
は、こちらが意図しているとおりに他の参
加者に見えているかを確認するために
セルフビューを使用します。

セルフビューは、PiP（ピクチャ イン ピク
チャ）として表示されます。

スケジュール中に、セルフビューをアク
ティブにしたいときがあります。たとえば、
画面に自分を表示し続ける場合です。 

セルフビューの現在の位置により、画面上
で画像の重要な部分が見えなくなる場合
があります。これを行うには、セルフビュー
を移動します。

セルフビューを移動する理
由

1 2

43
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パン、傾斜、およびズーム コントロールを必要に応じて
使用します。

参加者アイコンをタップします。 カメラを制御する参加者をタップし、[カメラ
（Camera）] をタップします。

完了したらコントロールの外部の場所をタップします。

遠端カメラ制御
カメラ制御

ビデオ通話中に、他の 1 つまたは複数の
ビデオ システムで遠隔から操作できる
カメラが使用されていることがあります。

これらのカメラを自身のビデオ システム
から制御することができます。これは遠
端カメラ制御（FECC）と呼ばれます。

遠端システムによってカメラ トラッキン
グがアクティブ化されている場合（この
場合、カメラがプレゼンターを追跡し、表
示します）、FECC のオプションは提供さ
れません。

カメラ操作について

1 2

43
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設定
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このメニューにアクセスするには、左上隅
の小さなアイコンをタップしてから、[設
定（Settings）] をタップします。お使いの 
DX70/DX80 の状態の概要が表示されます。 

アクセスできる設定の概要
設定　

設定の概要

ビデオのアドレス情報、IP アドレス
および MAC アドレス、SIP プロキシ、
および現在のソフトウェア バージョ

ンが表示されます。

Bluetooth を有効化/非アクティブ
します。

着信音を選択したり、着信音の音量
を設定できます。

コール サービスを選択します。

有線またはワイヤレス（Wi-Fi）接続
から選択します。

システムを再起動します。

[初期設定へのリセット（Factory 
Reset）] を実行して、[工場出荷時

のデフォルト設定（Factory default 
settings）] に戻します（非表示）。
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